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1．緒　　言

　今までに館野らは、魚類1）　“’3），野菜類4），果実類5）

及び油脂類6）等の発癌性のあるBenzo（a）pyrene（以

下B（a）Pと略す）の分析方法を確立し，日本食品数

百種類の分析を行なってきた．

　また，この方法を用い，加熱食品7）～1°）のB（a）Pの

他19種類のPolycyclic　Aromatic　Hybrocarbons

（以下PAHと略す）の生成状況にっいて報告を行なって

きた．さらに国産米’〉にっいて，非汚染地区と汚染地区

また，玄米及び餅米等のB（a）Pにっいての報告は館

野以外には，まだ殆ど見られない．

　さて，平成5，6年以来外国からの輸入米の販売が本

格化し，外国産米を食する機会も増加してきた．

　そこで，今回は輸入米及び国産米のB（a）Pを始め

PAHの分析を行なったので結果を追加報告する．

2．実験方法

1）試料

　試料はいずれも精白米で，タイ米2種類，カリフォル

ニア米2種類，オーストラリア米2種類及び国産米1種

類で，平成6～7年市販しているものを用いた．

2）装置及び器具

　前報11）に従った．

3）試料の採取量

　市販の米は40～45gを用い，試料が十分入手できなかっ

たアメリカ米及びオーストラリア米H以外は1試料にっ

き2回づっ分析を行なった．

4）試料の抽出及び測定

試料のソックスレー抽出→液々抽出→カラムクロマト

グラフィー→蛍光測定は前報ωに従った．
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3．分析結果及び考察

　輸入米及び国産米のPAHの含有量を表1に示した．

1）表1に示す通り，発癌性のあるPAHの中でB（a）

Pは全試料から0．02～0．07ng／g（平均0．04ng／g）の

範囲で検出された．

　B（a）Pの最も高い検出量のものは，オーストラリ

ア米llのO、07ng／gであった．

　この含有量は館野が前報11）において報告を行なった日

本の非汚染地区と汚染地区の精白米，玄米，餅精白米及

び市販精白米の検出量0．02～0．05ng／gと同程度のもの

であった．

　しかし，Grimmerら12）の麦類及び白石ら13）の野菜類

の非汚染地区と汚染地区のB（a）Pの報告では，汚染

地区の方が約10倍高い検出量であった．

2）国産米と外国産米のPAHの検出量を比較すると，

顕著に差が認められるものは，非発癌性のPyrene及び

Penanthreneの2種類であった．

　Pyreneでは外国産米ND～4．35ng／g（平均1．46ng

／g），国産米ND～0．27ng／g（平均0．14ng／g）で国

産米より外国産米の方が約16倍，又，Penanthreneで

は外国産米ND～13．37ng／g（平均3．71ng／g）で国産

米からは検出しなかった．

3）発癌性のあるB（a）Pの他4種類のPAHを総量の

平均値で比較すると，タイ米10．38ng／gとタイ米ll
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表1．輸入米及び国産米のPolycyclic　Aromatic　Hydrocarbonsの含有量（ng／g）
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米（輸入米及び国産米）のPolycyclic　Aromatic　Hydrocarbonsの定量

0，15ng／g及び国産米0．14ng／gの検出量は，カルフォ

ルニア米，アメリカ米及びオーストラリア米の0。05～

0．06ng／gより2～3倍高い値であった．

　また非発癌性のPyrene他14種類のPAHの総量の平均

値での比較では，タイ米ll　17．59ng／gタイ米19．25ng

／g，オーストラリア米1　18．87ng／g及びオーストラリ

ア米ll　5．97ng／gと高く，この値は，カルフォオルニア

米2．04ng／g，アメリカ米1．08ng／g及び国産米2．45ng

／gより約6～18倍高い値であった．

　入手できた試料数は少ないが，米の生算国の違いによっ

て，B（a）P以外のPAHの検出量に差が見られるよう

であった．
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